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研究成果の概要（和文）：本研究は、多様な政策対応を示す福祉国家の再編プロセスを分析する

ための理論枠組として、アイデアを媒介とした構造と主体の相互作用に注目する「構成・戦略

論的アプローチ」に基づくモデルを提示する。具体的には、各国に共通した段階的特徴を捉え

るための「段階論」、各段階における多様性を捉えるための「類型論」、再編プロセスの政治的

ダイナミズムを捉えるための「動態論」を提示する。そして、これらのモデルを用いて、オー

ストラリアにおける福祉国家再編プロセスを分析し、その特徴および政治的ダイナミズムを明

らかにする。 

 

研究成果の概要（英文）：To analyze the welfare state realignment, I propose the theoretical 

frameworks which are based on Constitutive-Strategic Approach. This approach pays 

attention to the interaction of structure and agency through idea. So, it focuses on not 

only the economic-social base of the welfare state, but also the political base. First, 

I propose the diachronic comparative frameworks to analyze the common features in the 

developed countries. Second, I propose the synchronic comparative frameworks to analyze 

the diversity of the welfare state. Third, I propose the new theory of institutional change 

to analyze the political dynamism of welfare state change. Finally, I use these frameworks 

to understand the features and dynamism of the welfare state realignment in Australia. 
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１．研究開始当初の背景 

 

比較福祉国家研究は、福祉国家の「特徴把

握」および「動態の説明」という二つの理論

的課題から構成されてきた。しかし、研究の

分業が進展することで、各論点に関する知見

が蓄積される一方で、「福祉国家の従属変数

問題」が示唆するように、研究者間で各課題

の知見が十分に生かしきれていないという

現状がある。例えば、「福祉国家の新しい政

治」論では、政策レベルの持続性や公共支出

福祉国家の持続性を前提として、なぜそうな

ったかに関する説明に重点が置かれてきた。

「福祉レジーム論」では、ある特定の時点に

おける福祉国家の特徴をどう捉えるかとい

う論点に注目が集まってきた。これらの諸研

究には、現代福祉国家に関するある側面を明

らかにした点で大きな意義がある。 

しかし、政治アクターの主体的な対応によ

ってもたらされた政治経済システムとして

の福祉国家の変容という視角が欠如してい

るため、これらの先行研究は、福祉国家の全

体像の解明という点で不十分といわざるを

得ない。すなわち、第一に、福祉国家を取り

巻く環境は、経済のグローバル化の進展およ

びポスト産業社会への移行など大きく変化

しており、第二に、この環境変化への各国の

対応は、政治アクターの主体的な行為の結果

として、多様性を示しているのである。従っ

て、現代福祉国家の全体像を解明するために

は、まず「特徴把握」という論点に関して、

ある段階と現在の段階における共通性と差

異を明らかにし（通時比較）、かつ、特定の

段階における多様性を明らかにする必要が

あり（共時比較）、「動態の説明」という論点

に関して、特徴把握に関する知見を踏まえた

上で、各国で示される多様な発展パターンを

説明していくことが必要となる。つまり、比

較福祉国家研究は、各課題に関する知見を射

程に収めた〈総合的な理論枠組〉を必要とし

ている。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の第一の目的は、多様な政策対応を

示す福祉国家再編プロセスを分析するため

の理論枠組を提示することにある。1970 年代

以降、経済のグローバル化の進展およびポス

ト産業社会への移行という変容圧力に直面

し、安定的な経済成長を支えてきた政治経済

システムとしての福祉国家は、各国で多様な

政策対応を示しながら、大きな変容を遂げて

きた。本研究では、再編プロセスにおける政

治的ダイナミズムを捉えるために、構造と主

体の相互作用に注目する「批判的実在論」に

依拠した上で、（１）福祉国家の変容の特徴

を捉え、（２）なぜ変容が生じたかを説明す

るための理論モデルを提示する。 

本研究の第二の目的は、理論研究で得られ

たモデルをもとに、先行研究では十分に明ら

かにされていない 1980 年代以降のオースト

ラリアにおける労働市場政策・雇用政策の変

容プロセスを分析し、その特徴および政治的

ダイナミズムを明らかにすることにある。具

体的には、ホーク・キーティング労働党政権

の政策対応、およびハワード連立政権の政策

対応の共通性と差異を明らかにし、再編をも

たらした政治的ダイナミズムを明らかにす

る。 

本研究は、理論研究および実証分析の作業

を通じて、福祉国家の再編をもたらした要因

を解明し、ポスト福祉国家ガバナンスの特徴

を明らかにすることで、現代政治学への理論

的貢献をなすことを目的としている。 

 

３．研究の方法 

 

本研究は、（１）批判的実在論における理

論的検討、（２）比較福祉国家分析のための

理論枠組の提示、および（３）オーストラリ

アにおける労働市場政策・雇用政策の変容に

関する実証分析という三つの研究課題から

構成されている。これらの課題を効率的に遂

行するため、理論的課題と実証分析の相互作



用を常に念頭に置きながら、研究期間の前半

では理論的課題を中心に研究を進め、後半で

は実証分析に重点を置く。 

まず研究期間の前半では、（１）に関して、

イギリス政治学における批判的実在論の展

開に注目し、自らのアプローチ（構成・戦略

論的アプローチ）の特徴を明らかにする。

（２）に関して、「特徴把握」という課題に

ついて、機能的代替性を重視した理論モデル

を提示し、「動態の説明」という課題につい

て、アイデアの役割を重視した理論モデルを

提示する。（３）に関しては、国内で入手困

難となる一次資料を収集するために現地調

査を行う。 

研究期間の後半では、理論的課題（（１）

および（２））に関して、前半で得られた研

究成果を踏まえて、さまざまな研究者とディ

スカッションを行うことで、更なる精緻化を

目指し、事例分析（３）に関して、理論枠組

を念頭に置くことで、収集してきた資料を効

率的に選択し、実証分析を進めていく。 

 

４．研究成果 

 

本研究は、理論的研究の成果として、アイ

デアを媒介とした構造と主体の相互作用に

注目する「構成・戦略論的アプローチ」に基

づく、福祉国家再編分析のためのモデルとし

て三つの理論枠組を提示した。 

具体的には、まず第一に、各国に共通した

段階的特徴を捉えるための「段階論」として、

ケインズ主義的段階から競争志向の段階へ

と福祉国家が変容していることを確認した。

前者は、埋め込まれたリベラリズム、フォー

ディズム的発展様式、性別役割分業を前提と

した雇用形態および家族形態の安定性、階級

政治・政党政治レベルにおける経済成長への

コンセンサスによって特徴付けられる。後者

は、経済自由主義優位の国際経済体制、ポス

トフォーディズム的発展様式、雇用形態およ

び家族形態の流動化、競争力の確保や個人の

自律性や社会的包摂などの強調による支持

調達によって特徴付けられる。 

第二に、各段階における多様性を捉えるた

めの「類型論」として、ケインズ主義的段階

の四類型から、競争志向の段階の二類型へと

変容していることを確認した。すなわち、前

者は、三者協調に依拠した社民コーポラティ

ズム、社会パートナー間の協調を重視する社

会的市場経済、市場交換を重視する市場リベ

ラル、国家による調整に依拠した国家主導経

済の四つのモデルに整理される。後者は、市

場メカニズムを重視した交換モデルおよび

三者協調を重視した協調モデルに整理され

る。 

第三に、再編プロセスの政治的ダイナミズ

ムを捉えるための「動態論」として、制度変

化プロセスにおけるアイデアの二つの役割

に注目したモデルを提示した。すなわち、本

モデルの特徴は、制度変化プロセスを、アイ

デアによってアクターの利益・選好が形成さ

れる局面（目標設定局面）と、目標達成のた

めにアクターがアイデアを利用して主体的

に行動する局面（支持調達局面）という二段

階に整理した上で、アイデア・利益・制度の

相互作用を分析する点にある。 

そして、本研究は、事例分析の成果として、

理論研究で得られたモデルを用いて、オース

トラリアにおける福祉国家再編プロセスを

分析し、その特徴および政治的ダイナミズム

を明らかにした。具体的には、ホーク・キー

ティング労働党政権とハワード連立政権は、

従来型の「賃金稼得者型福祉国家」からの離

脱という共通性を持つ。しかし、前者が政府

と社会パートナー間の協調を重視したのに

対して、後者は市場メカニズムを重視してい

た点で、両政権は大きく異なる。これらの対

応の差異が、党派性の差異だけでなく、各政

権を支える理念の差異に由来していること

を確認した。 
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